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烏 帽 子 岳 よ り望 む 天 包 山 (宮 崎 県 )

（九
月
月
例
山
行
報
告
）

安

藤

幹

九
月
八
日

（土
）
早
朝
五
時
、
卓
二
台
で
サ

ニ
ー
ス
ポ
ー
ツ
店
前
出
発
。
途
中
別
府

観
光
港
で
飯
田
、
遠
江
両
名
が
加
わ
り
、
西

（孝
）
、
西

（あ
）、
小
竹
、
佐
藤

（修
）、

安
藤
の
七
名
で
山
口
県
に
向
か
っ
て
北
上
す
る
。
中
津
付
近
で
よ
う
や
く
明
る
く
な
る

が
空
槙
様
が
怪
し
い
。
今
に
も
降
り
出
し
そ
う
な
雲
行
き
で
あ
る
。
関
門
橋
を
渡
り
中

国
道

へ
と
ひ
た
走
り
に
走
る
の
山
日
県
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
黄
色
い
の
が
目
立
つ
。
県

特
産
の
ミ
カ
ン
の
色
を
表
し
て
い
る
ら
し
い
。
山
口
市
郊
外
の
屋
根
瓦
が
赤
く
つ
や
や

か
な
の
が
多
い
。
九
州
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
が
、
石
州
瓦
の
産
地
独
特
の
も
の
で
、

阿
器
と
同
じ
よ
う
に
釉
薬

（う
わ
ぐ
す
り
）
を
か
け
た
も
の
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

高
速
道
は
島
根
県
に
入
り
、
山
間
部
を
通
り
六
日
市
で

一
般
道

へ
。　
一
日
目
の
目
標

は
小
五
郎
山
で
あ
る
。
寒
村
の
狭
い
道
を
辿
り
、
よ
う
や
く
登
山
１■
に
到
着
。

い
つ
降
り
出
し
て
も
お
か
し
く
な
い
空
槙
様
の
た
め
、
雨
具
を
着
け
て
入
山
。
雑
木

林
が
延
々
と
続
く
。
小
さ
な
ピ
ー
ク
が
次
々
と
現
れ
、
や
が
て

一
，　
Ｉ
↑

一
ｍ
の
山
頂

に
立
つ
た
が
、
林
に
囲
ま
れ
て
い
る
上
、　
一
面
の
ガ
ス
に
包
ま
れ
て
眺
望
は
全
く
な
い
。

「万
歳
」
「ヤ
ッ
ホ
ー
」
を
三
唱
し
て
早
々
に
下
山
す
る
。

本
番
の
寂
地
山
登
山
口
に
移
動
す
る
た
め
国
道
に
向
か
う
。
五
家
荘
で
体
験
し
た
様

な
狭
く
曲
折
す
る
道
を

一
気
に
下
る
。
対
向
車
が
あ
れ
ば
離
合
に
苦
労
す
る
様
な
急
坂

で
あ
る
。
眼
下
に
国
道
を
見
て
ホ
ツ
と
す
る
。
寂
地
峡
と
呼
ば
れ
る
程
の
深
山
幽
谷
の

一
帯
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
プ
場
に
入
る
と
若
者
の
グ
ル
ー
プ
が
詰
め
か
け
て
お
り
、
場
所
と
り
が
難
し

い
状
況
だ
。
と
に
か
く
行
け
る
と
こ
ろ
ま
で
上
が
つ
て
み
る
こ
と
に
し
て
林
道
を
上
が

る
。
あ

っ
た
！
犬
戻
し
遊
歩
道
の
入
り
口
に
立
派
な
東
屋
の
休
憩
所
が
、
中
央
に
大
き

な
板
場
が
あ
り
、
周
囲
に
テ
ン
ト
を
張
る
余
裕
が
十
分
に
あ
る
。
さ
つ
そ
く
設
営
に
か

か
る
。
そ
の
間
に
西
さ
ん
は
佐
藤
さ
ん
の
車
で
上
部
の
偵
察
に
向
か
う
。
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ルψ岬和「は舞叶脚『）庫戦測

の
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

ビ
ー
ル
を
墳
っ
て
き
て
下
さ
い
。
」

や

つ
た
ア
‥
‥
、
何
と
も
言
え
ぬ
複

雑
な
歓
声
で
あ
る
。

九
月
九
日

（日
）
六
時
、
好
天
の

潮
を
迎
え
、
お
世
話

‐――こ
‥な
っ
た
‐休
憩

所
を
撤
収
。
林
道
終
点
ま
で
移
．動
し
、

登

山
開
始
。

山

―．―
日
、
一
広
島

グ

ル
「
プ

柵鮮
「ず
一環

碑
が
立
つ
て
い
る
。

山
頂‐
に
つ
い
て
一
体
み
の
後
、
西

（孝
）
ヽ
佐
藤‐
さ
ん
は
額
々
山
へ
、

飯
田
、
西

（あ
）
、
遠
江
、
佐
藤
の

健
脚
組
は
冠
山
ま
で
行
っ
て
く
る
と

駆
け
出
し
て
い
く
。
し
ば
ら
く
し
て

山
口
県
宇
部
市
の
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ

一

行
が
到
着
。
昨
年

一
二

―月
十
日
山
ロ

県
の
一
位
ガ
岳
で
お
会
い
し
た
顔
ぶ

れ
と
再
会
す
る
。
若
い

‐男
女
の
声
が

る
。
走
ち
た
、
走
っ
た
，―、
走
つ
た
，

・と

”
　

　

・

一

一紳
「糾
嚇
諾
）

の
白
い
車
が
す
ご

い
ス
ピ
ー
ボ
で
ぶ

っ
飛
ば
し
て
行

っ
た
。
と
見
る
や
パ

ト
カ
ー
の
追
跡
が
始
ま
る
。
ど
こ
で

追
い
つ
く
だ
ろ
う
か
と
話
し
て
い
る

間
も
な
く
先
ほ
ど
の
宮
崎
ナ
ン
バ
ー

が
パ
ト
カ
ー
に
止
め
ら
れ
て
い
る
。

「早
か
っ
た
な
あ
」
な
ど
と
他
人
ご

と
と
な
れ
ば
い
い
気
味
と
言
わ
ん
ば

か
り
で
あ
る
。
め
つ
た
に
見
ら
れ
ぬ

光
景
に
出
会
い
、
運
転
も
慎
重
に
な

る
。
下
関
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
休
憩

食
事
の
後
、
二
日
間
の
山
行
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

参
加
者
＝
飯
田
、
安
藤
、
小
竹
、
佐

藤
、
遠
江
、
西

（孝
）
、
西

（あ
）撃

・

・

・

―

　

　

躙

（七
月
月
例
登
山
報
告
）

佐

藤

秀

二

・
三
方

‐岳
は
、
一‐‐宮
崎
ｉ
推
葉
討
‐‐‐の椎

葉
ダ
ム
の
南
‥側
に
あ
る
。
椎
葉
村
に

は
も
う
一
つ
三
方
山
と
い
う
山
が
あ

費舗榊れ一疎こ‐郷副
‐らの礎胸椰な辮

け
、

登

山

口

へ
。

登

´
山

■
に
一は
午

後

十
時
三
十
分
に
到
着
。
仕
事
の
都
合

で
熊
本
か
ら
来
た
佐
藤

（正
）
さ
ん
、

児
玉
さ
ん
が
待

っ
て
い
た
。

登
山
口
に
は
、
九
州
大
学
演
習
林

の
看
板
が
あ
る
。
早
々
に
テ
ン
ト
を

設
営
し
就
寝
。
明
日
は
一
四
時
の
出

発
だ
。　
一
眠
り
し
、
三
時
三
十
分
に

起
き
る
。
外
で
は
す
で
に
、
起
き
て

い
る
人
も
い
る
。
す
ぐ
に
出
発
準
備

を
始
め
、
軽
く
食
事
を
と
る
。
何
か

様
子
が
お
か
し
い
。
西
さ
ん
が

「入

れ
歯
が
な
い
」
と
騒
い
で
い
る
。
寝

る
前
に
は
ず
し
た
入
れ
歯
の
片
方
が

な
い
と
の
こ
と
。
大
騒
動
し
て
探
し

て
い
る
と
、
見
つ
か
っ
た
。
な
ん
と
、

本
人
の
服
の
袖
に
入
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
暗
が
り
の
中
で
、
ポ
ケ
ッ
ト

と
入
れ
間
違
え
た
ら
し
い
。
早
朝
の

「入
れ
歯
事
件
」
だ

つ
た
。

予
定
を
二
十
分
ほ
ど
遅
れ
て
出
発
。

い
き
な
り
戻

っ
て
来
た
の
で
ど
う
し

た
の
か
と
思

っ
た
ら
、
暗
く
て
よ
く

見
え
な
い
と
言
う
。
そ
こ
で
先
頭
を

い
っ
て
み
る
と
確
か
に
わ
か
り
に
く

い
。
小
石
の
坂
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て

い
く
の
だ
が
、
周
り
と
ほ
ぼ
同
色
で

）

一̈̈れ̈一『「鋼一̈一一］

を
し
一一
●
ヶ
・よ
テ
だ
。
や
が
て
道
は
、

坂
の
穏
や
か
な
広
い
と
こ
ろ
に
出
る
。

こ
こ
で
川
を
渡

つ
て
、
し
ば
ら
く
し

て
休
憩
。
地
図
で
確
認
す
る
と
、
こ

の
山
は
山
頂
か
ら
西
北
西
と
北
西
に

二
本
の
尾
根
が
出
て
い
る
。
そ
し
て

そ
の
尾
根
は
円
を
描
く
よ
う
に
等
高

線
の
少
な

い
広
い
場
所

へ
向
け
て
延

び
て
い
る
。
　

「宮
崎
百
山
」
に
よ

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
尾
根
に
登
山
道

が
あ
る
が
、
地
図
と
付
け
合
わ
せ
て

み
る
と
、
す
で
に
西
北
西
に
延
び
る

尾
根
に
入
り
込
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

休
憩
後
、
す
ぐ
に
尾
根
に
登
り
上
が

る
。
尾
根
は
は

っ
き
り
し
て
お
り
、

尾
根
づ
た

い
に
登
れ
ば
い
い
。

お
よ
そ
四
〇
分
で
い
つ
た
ん
尾
根

を
登
り
上
が
り
、
右
手
前
方
に
石
堂

山
、
樋

口
山
が
見
え
る
場
所
に
出
る
。

さ
ら
に

一
〇
分
で
ピ
ー
ク
に
到
達
す

る
。
先
に
は
何
も
見
え
ず
、
こ
こ
が

頂
上
か
と
思

っ
た
ら
、
頂
上
の
標
識

も
何
も
な

い
。
道
は
は
っ
き
り
と
先

ま
で
あ
る
。

「
お
か
し
い
」
と
な

っ

て
調
べ
て
い
た
ら
、
前
方
か
ら

「先

はな■||

ｒ
れ
、ヽ
Ｌ
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に
山
が
見
え
る
」
と
声
が
す
る
。
雲

が
懸
か
つ
て
い
た
せ
い
も
あ

つ
て
、

先
が
見
え
な
か
つ
た
だ
け
で
あ
つ
た
。

こ
の
ピ
ー
ク
を

一
端
下
つ
て
、
登
り

返
し
た
と
こ
ろ
が
頂
上
だ
。

（三
方
岳
山
頂
で
）

七
時
二
十
五
分
に
山
頂
に
到
着
。

三
角
点
は
な
い
け
ど
、
い
つ
も
の
バ

ン
ザ
イ
と
ヤ
ツ
ホ
ー
を
す
る
。
気
温

約
十
人
度
。
下
界
の
三
十
数
度
と
は

大
違
い
。
頂
上
ま
で
森
‐
が
続
き
ひ
ん

や
り
と
し
て
い
る
。
七
月
の
登
山
と

は
思
え
な
い
涼
し
さ
。

こ
こ
か
ら
丸
笹
山
に
行
く
案
も
あ

つ
た
が
、
時
間‐
の
都
合
で
今
回
は
断

念
。
七
時
五
十
分
に
山
頂
を
出
発
。

今
度
は
北
西
の
尾
根
を
進
む
。
さ
っ

き
の
尾
根
と
違
い
木
が
少
な
い
。
そ

の
分
見
通
し
は
い
い
の
だ
が
、
直
射

日
光
が
当
た
つ
て
ち
よ
っ
と
暑
い
。

尾
根
は
は
つ
き
り
し
て
お
り
、
さ
っ

）

き
登
っ
て
き
た
尾
根
を
左
手
に
見
な

が
ら
下
る
。
テ
ー
プ
も
巻
い
て
い
る

の
で
道
に
迷
う
こ
と
は
な
い
。

四
十
分
は
ど
下
る
と
、
尾
根
は
次

第
に
小
さ
く
な
り
朝
同
様
の
広
い
と

こ
ろ
に
で
る
。
や
が
て
川
を
渡
る
と
、

作
業
小
屋
に
つ
く
。
川
の
水
で

一
息

入
れ
て
、
出
発
。
五
分
ほ
ど
で
朝
通

つ
て
来
た
道
に
合
流
。
案
内
板
を
よ

く
見
る
と
、
左
隅
に
小
さ
く

「作
業

小
屋

へ
」
と
書
い
て
い
た
。
こ
こ
か

ら
は
、
朝
来
た
道
を
戻
る
。

道
は
軽
い
上
下
を
繰
り
返
し
な
が

ら
の
登
り
。
坂
自
体
は
緩
い
の
だ
が
、

結
構
長
く
歩
い
て
い
る
よ
う
な
錯
覚

に
と
ら
わ
れ
る
。
森
林
浴
を
飽
き
る

ほ
ど
楽
し
み
な
が
ら
、
登
山
ロ
ヘ
。

登
山
口
に
は
十
時
丁
度
に
到
着
し
た
。

こ
の
山
は
、
頂
上
に
至
る
ま
で
森

林
浴
が
出
来
た
。
こ
ん
な
山
も
珍
し

い
け
ど
、
本
来
こ
れ
が
当
た
り
前
の

よ
う
な
気
が
す
る
。
秋
に
来
る
と
紅

業
が
素
晴
ら
し
い
の
で
は
な
い
か
と

想
像
で
き
た
。
ま
た
訪
れ
て
み
た
い

と
思
う
。

参
加
者
＝
飯
田
、
小
野
、
小
竹
、
児

玉
、
佐
藤

（秀
）
、
佐
藤

（正
）
、

姫
野
、
西
、
渡
辺

膊

夏
体
み
山
行
報
告

児

玉
章

良

「尾
ノ
岳

（
一
等
）
、
斧
岳

（四

等
）
、
三
方
岳
、
根
子
岳

（二
等
）
、

高
岳

（二
等
）
、
大
矢
岳
、
大
矢
野

岳
、
高
千
穂
野
、
剣
山

（
一
等
）
、

二
郎
笈
、　
一
ノ
森

（
二
等
）
、
眉
山

（
一
等
）
」

今
年
の
夏
休
み
は
七
月
二
四
日
熊

本
県
境
の

「尾
ノ
岳
」

「斧
岳
」
か

ら
始
ま

っ
た
。
二
九
日
に
は
月
例
山

行
で

「三
方
岳
」
に
。
八
月
は
熊
本

イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
、
五
日
か
ら

一
〇

日
ま
で
の
五
泊
六
日
の
大
会
で

「外

輪
山

（根
子
岳
、
高
岳
、
大
矢
岳
、

大
矢
野
岳
、
高
千
穂
野
）
」
を
あ
の

暑
い
中
、　
一
日

一
〇
時
間
も
歩
い
た
。

本
当
に
疲
れ
た
。
二
〇
日
か
ら

一
〇

日
間
、
佐
藤
先
生
と
北
海
道
に
行

つ

て
、
登
れ
る
だ
け
登
る
予
定
で
フ
エ

リ
ー
ま
で
予
約
し
た
の
に
、
台
風
十

一
号
の
襲
来
で
オ
ジ
ャ
ン
に
な

つ
た
。

急
遠
、
人
月
月
例
山
行
に
参
加
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
人
月
の
月

例
山
行
報
告
。

燿

』
（八
月
月
例
山
行
報
告
）

八
月
二
十
四‥
日
午
後
八
時
サ
ニ
ー

集
合
。
九
時
の
回
道
九
四‐‐
フ
ェ
リ
ー

で
三
崎

へ
。　
一
九
七
号
線
を
走
り
、

「大
洲
Ｉ
Ｃ
」
よ
り

「松
山
自
動
車

道
」

「徳
島
自
動
車
道
」
で

「井
川

池
田‐
Ｉ
Ｃ
」
ま
で
。
西
さ
ん
た
ち
は

「三
嶺
」
に
先
に
登‐
る
と
い
う
こ
と

で

「美
馬
Ｉ
Ｃ
」

へ
。
佐
藤
先
生
と

私
は
高
知
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

「三

嶺
」
に
は
登
っ
て
い
た
の
で
先
に

「剣
山
」

へ
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

）

明
日
は
昼
か
ら
雨
に
な
る
予
報
も
で

て
い
た
の
で
、
小
竹
さ
ん
も
こ
ち
ら

に
加
わ
り

「池
田
」
か
ら
三
二
号
線

を
下
り

「小
歩
危

（
こ
ば
け
）
」

「大
歩
危

（お
お
ぼ
け
）
」

「祖
谷

渓
道
路
」
経
由
で

「
か
ず
ら
橋
」
到

着
。
少
し
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
テ
ン

ト
を
張
り
、
小
竹
さ
ん
の
美
味
し
い

弁
当
を
食
べ
て
就
寝
。
二
時
頃
だ

つ

た
よ
う
な
。
五
時
頃
起
き
て

「
か
ず

ら
橋
‐
」
を
見
学
し
、
四
二
九
号
線
で

「剣
山
」

へ
。
途
中

「奥
祖
谷
二
重

か
ず
ら
橋
」
を
見
学
。
さ
ら
に
途
中

で

「三
嶺
」
に
向
か
う
西
さ
ん

一
行

に
出
会
う
。
か
ず
ら
橋
を
出
て
二
時

間
後
、
剣
山
登
山
口
に
到
着
。
立
体

駐
車
場
に
車
を
止
め
て
昼
食
。
準
備

を
し
て

「見
の
越
駅
」
か
ら
リ
フ
ト

で

「茶
屋‐
西
島
」
ま
で
、
約
十
五
分
。

往
復

一
，
人
○
○
円
。
右
回
り
で
日

本
名
水
百
選
の

「御
神
水
」
、
さ
ら

に

「お
塔
石
」
の
下
を
通

っ
て

「次

郎
笈

（
一
九
二
九

ｍ
）
」

へ
。
途
中

高
山
植
物
が
豊
富
に
あ
つ
た
が
花
の

季
節
は
終
わ

っ
て
い
た
。
た
だ
怪
し

げ
に
咲
く
ト
リ
カ
ブ
ト
だ
け
が
目
を

ひ
い
て
い
た
。
約

一
時
間
ぐ
ら
い
で

山
頂
着
。
三
角
点
は
な
い
。
剣
山
と

兄
弟
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

途
中
よ
く
見
え
て
い
た

「三
嶺
」

「自
髪
山
」
も
ガ
ス
で
見
え
な
く
な

っ
た
。
次
ぎ
に
メ
イ
ン
の

「剣
山
」

へ
。

三
〇
分
で

一
等
三
角
点
の
あ
る

「剣

山

（
一
九
五
五

ｍ
）
」

へ
到
着
。
三

角
点
は
登
山
者
の
積‐
ん
だ
石
で
埋
も

れ
て
い
た
。
山
頂
か
ら
は
、
日
の
前

に

「塔
の
丸
」

「丸
笹
山
」
な
ど
が

手
に
取
る
よ
う
に
見
え
る
。
　
ョ
一

嶺
」
も
や
や
ガ
ス
が
と
れ
再
び
顔
を

覗
か
せ
て
い
た
。
軽
く
昼
食
を
と
り

「
一
ノ
森
」

へ
。
途
中

「ニ
ノ
森
」

を
通
つ
て
約
四
〇
分
後

「
一
ノ
森

（
一
人
七
九

ｍ
）
」
二
等
三
角
点
に

到
着
。
こ
こ
か
ら
見
る
と

「剣
山
」

「次
郎
笈
」
が
双
子
の
よ
う
に
見
え

る
。
ガ
ス
つ
て
い
た

「
石
立
山

（
一

七
〇
八

ｍ
）
」
も
見
え
た
。
山
頂
直

下
に
あ
る

「
一
ノ
森
ヒ
ュ
ツ
テ
」
に

立
ち
寄
り
、
来
た
道
は
戻
り
た
く
な

い
の
で
、

「行
場
」

「キ
レ
ン
ゲ
シ

ョ
ウ

マ
群
生
地
」
を
通
つ
て
約

一
時

間
三
〇
分
で

「茶
屋
西
島
リ
フ
ト
乗

り
場
」

へ
。
キ
レ
ン
グ
シ
ヨ
ウ

マ
は

残
念
だ
が
時
期
は
過
ぎ
て
い
た
が
、

少
し
だ
け
咲
き
残
り
が
あ
っ
た
。

降
り
て
リ
フ
ト
乗
り
場
の
観
光
セ

ン
タ
ー
で
土
産

（祖
谷
そ
ば
）
を
買

い
、
近
く
に
あ
る

「剣
神
社
」
に
お

参
り
し
、
こ
こ
で
宮
尾
登
美
子
作

【
天
涯
の
花
】
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

見
て
、
再
び
駐
車
場
に
戻
る
。
ち
よ

う
ど

「剣
山
」
か
ら
下
り
て
き
た
西

さ
ん
た
ち
と
合
流
し
、
帰
途
に
つ
く
。

四
三
八
号
線
の
途
中
新
し
い

「剣

山
本
綿
麻
温
泉
」
に
つ
か
り
貞
光
町

へ
向
か
う
。
吉
野
川
沿
い
の
貞
光
町

「道
の
駅
ゆ
う
ゆ
う
館
」
で
ワ
ニ
料

理
を
食
べ
る
。
こ
こ
で
木
本
さ
ん
の

グ
ル
ー
プ
と
は
別
れ
、
隣
町
の
脇
町

に
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル

「わ
き
ま

ち

マ
ツ
カ
」
に
泊
ま
る
。
築

一
年
足

ら
ず
の
新
し
い
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。
次

の
日
、
あ
い
に
く
の
雨
だ
つ
た
の
で

徳
島
観
光
に
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
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‐今
回
が

一
番
充‐
実
し
て
い
た
。
も
う

一
度
行

っ
て
Ｌ
剣
山
」
か
ら
眼
下
に

見
え
た

「丸
笹
山
」

「塔
ソ
丸
」

「赤
帽
子
山
」
に
登
り
た
い
。
運
転

雄
ｍ

‐り‐‐‐
疲
“
減
瑯
ｒ
い
軽
「
漿
け
砂
一

「
―月
那
知
一れ
嫌
麟
帥
娼
麟
「
一
一
謎
制

華
畔
榊
輔
ｒ
に
っ
た
サ‐帯
レー体
炉
‐は―最
胸
群

で

「恐
れ
多
い
」
山
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
山
名
の
出
来
と
な
つ
て
い
る
ら

し
い
。
集
合
時
間
も
珍
し
く
、
午
前
七
時

に
サ

ニ
ー
に
集
合
し
、
宮
崎
県
西
都

市
を
目
指
す
。
西
都
市
か
ら
国
道
二

百
十
九
号
線
を
西
米
良
村
の
村
所
を

榊沸ａい肝ン珈ブ鷹知縦を鮎撤

へ
。
銀
鏡
地
区
か
ら
三
叉
路
を
右
に

登
内
川
沿
い
に
進
む
と
や
が
て
未
舗

装
の
林
道
と
・な
る
。
三
分
ほ
ど
行
く

と
林
道
左
手
に
雪
降
山
登
山
日
の
標

識
が
あ
る
。　
　
　
　
―

車
は
す
ぐ
先
の
道
端
に
三
、
硼
台

は
一上
め
ら
れ
る
。
登
山
口
の
標
高
は

れ
‐三
百
七
十
ｍ
。
山
頂
の
標
高‐魔
九

百
九
十
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、
そ
の
差
、

約
六
百
メ
ー
ト
ル
。
結
構
、
標
高
差

が
あ
る
。

「宮
崎
百
山
」
に
は
登
山
道
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
急
登
ｔ
書
い
て
あ

に̈中中い抑一い］睦一い一岬一

む
わ
か
り
や
す
く
、
テ
ー
プ
も
巻
い

に
は
乗
つ
愴
ス
‐‐なが
―‐ら
‐進‐■
ｒ
‐坂■

」「は嚇メ漁一‐し‐‐らげ〓螂輩一“籠け‐‐‐続「

れ
ば
な
ら
な
い
。
登
，
続
け
る
こ
と

さ
ら
に
一
時
間
以
上
。
稜
線
ら
し
き

と
こ
ろ
に
出
る
。
こ
こ
を
左
に
約
五

分
。
雪
降
山
の
頂
上
に
着

い
た
。

（午
後
二
時
）
頂
上
は
狭
く
、
本
が

茂

っ
て
い
て
眺
望
も
毒
い
。

い
つ
も

の
バ
ン
ザ
イ
と
ヤ
ツ
ホ
ト
を
し
て
、

「
二
度
と
来
な
い
」
と
こ
れ
も
い
つ

も
の
捨
て
ゼ
リ
フ
。
本
当
に
三
度
と

来
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
つ
つ

下
山
一
　
　
　
　
　
　
．

下
り
も
、
テ
ー
プ
を
探
し
な
が
ら

の
行
軍
と
な
る
。
述
中
、
油
断
ｔ
て

転
落
し
て
し
ま
つ
た
が
大
事
に
は
至

ら
な
か
つ
た
。
や
は
り
油
断
は
禁
物

だ
。
下
る
こ
と
約
二
時
間
、
登
山
口

に
着
い
た
。

（午
後
四
時
）

こ
こ
か
ら
、
天
包
山
へ
と
移
動
す

る
。
　
―
国
道
二
百
十
九
号
線
に
戻
り
、

西
米
良
村
の
村
所
で
買
い
物
を
し
て
、

国
道
二
百
六
十
五
号
線
か
ら
丼
戸
内

臓部帥れ“脚趾あへ‐る‐‥と『
―ヽ―方、一鱈難ピ

は
一人
合
■
‐ま
で
。
人
合‐
■
か
ら‐は
ス

年
け
ゎ
敵
ら
，
‐る
帥
い
跡
↓
度 を‐
急 草‐‐
力‐を
い
た

ヽ

展
騨
櫓
‐‐
上
江
な
る‐ 、
神
鮒
”
朔

‐は―波
麟
は
Ｆ

百
六
十
度
見
渡
す
こ
と
が
出
来
る
。

な
か
な
か
の
景
色
で
あ
る
。
こ
こ
で

日
の
出
を
迎
え
、
写
真
撮
影
を
し
て
、

下
山
。
下
り
は
約
二
十
分
。
朝
食
を

済
ま
せ
て
午
前
七
時
二
十
分
に
出
発
。

今
度
は
オ
サ
レ
山
を
目
指
す
。

昨

―日
雪
降
り
山
の
登
山

――口
で
会

っ

た
地
元
の
人
が
、
オ
サ
レ
山
は
林
道

を
詰
め
た
と
こ
ろ
か
ら
登
る
と
い
つ

て
い
た
の
で
、
再
び
雪
降
山
の
登
山

口
を
目
指
し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
林

道
を
進
ん
だ
。
し
か
し
、
進
む
に
つ

れ
高
度
は
稼
ぐ
も
の
の
道
は
狭
く
険

し
く
な
る
。
と
う
と
う
崖
崩
れ
で
道

が
ふ
さ
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
来

て
し
ま
い
先
に
進
め
な
く
な
つ
た
。

こ
こ
で
先
．に
進
む
こ
と
を
断
念
し
、

近
い
山
で
す
ま
そ
う
と
言
う
こ
と
に

な
一り
、
赤
髭
山
を
目
指
し
た
。
と
こ

』
［
岬
「
］
［
椰
］
¨
¨
嚇
螂
〕
・ ¨
、

（〓
嶺
■
，
剣
■
を
襲
響
｝
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闘
。
橋
を
渡
る
の
に
何
度
も

ハ
ン
ド

ル
を
切
り
返
し
た
り
、
安
藤
さ
ん
は

車
を
ぶ

つ
け
て
し
ま
つ
た
り
で
、
こ

れ
ま
た
先
に
進
む
こ
と
を
断
念
。
時

間
も
す
で
に
十
時
三
十
分
。
こ
の
日

の
登
山
を
あ
き
ら
め
て
大
分
に
帰
る

こ
と
と
な
つ
た
。
オ
サ
レ
山
は
宿
題

と
し
て
残
っ
て
し
ま

っ
た
が
、
ま
た

登
り
に
行
き
た
い
と
思
う
。

参
加
者
＝
安
藤
、
石
川
、
小
竹
、
佐

藤

（秀
）
、
佐
藤

（正
）
、
西一鼈

は
か
ｔ
い
う
の
大
聾
目薩

峠
、
八
甲
田
山
ヘ

安

部

可

人

こ
の
六
月
、
ぁ
る
夜
、
東
京
か
ら

突
然
Ｆ
Ａ
Ｘ
あ
り
、
大
酒
飲
み
の
弟

が
集
中
治
療
室
で
重
体
と
の
事
。
急

き
よ
上
京
。
小
平
市
の
別
の
弟
の
家

に
て
滞
在
。
し
か
し
す
る
事
な
し
。

車
を
借
り
て
奥
多
摩
湖

へ
。
雲
取
山

に
向
か
う
中
高
年
達
や
旧
道
を
楽
し

む
グ
ル
ー
プ
と
会
う
。
柳
沢
峠
を
十

五
分
下
る
と
左

へ
お
寺
あ
り
。
大
吉

薩
峠
林
道

（舗
装
）

へ
の
入
り
口
。

二
十
分
で
長
衛
小
屋
前
の
駐
車
場
着
。

懐
か
し
い
な
あ
。
若
主
人
に
話
し
か

け
る
と
も
っ
と
奥
ま
で
車
が
入
れ
ま

す
と
い
う
。

私
二
十
二
歳
、
歓
迎
‐
登
山
だ
つ
た

か
？
あ
の
時
は
。
下
か
ら
歩
い
て
旧

）

小
屋
を
通
過
し
て
、
大
菩
薩
嶺
に
登

つ
た
の
だ
。
　
含
一時
間
か
か
っ
た
と

中
高
年
の
団
体
さ
ん
の
話
。
）

峠
ま
で
ゆ
る
や
か
な
登
り
四
十
分
、

小
径
の
記
憶
な
ど
全
く
な
し
。
峠
は

あ
の
時
と
同
じ
、
今
日
も
霧
。
二
千

米
の
大
標
識
ま
で
き
ら
に
二
十
分
登

り
、
雷
の
音
で
引
き
返
す
っ
車
に
つ

く
と
雨
。
塩
山
で
は
大
雨
と
な
り
、

中
央
高
速
を
府
中
ま
で
弟
の
家
に
無

事
到
着
。

（民
宿
に
泊
ま
つ
て
金
峰

山
、
瑞
培
　
山
再
訪
は
地
図
も
な
く

て
断
念
）
。
弟
は
奇
跡
的
に
退
院
。

私
が
か
の
机
竜
之
介
の
峠
で
願
を
か

け
て
い
た
こ
ろ
、
弟
は
夢
を
見
て
い

た
と
い
う
。

（私
が
飲
み
屋
の
主

人
）こ
の
年
九
月
の
終
わ
り
「
新
聞
で

格
安
の
自
神
山
地
と
八
甲
田
山
、
奥

入
瀬
ウ
オ
ー
ク
三
日
間
を
見
て
家
内

と
参
加
。
人
甲
田
山
は
私
が
二
十
九

歳

（昭
和
四
十

一
年
）
、
全
国
総
体

で
金
丸
寿
雄
氏

（前
年
大
分
大
会
の

責
任
者
）
と
人
幡
平
、
岩
手
山
に
登

山
。
大
会
後
に
ま
ず
雑
誌
で
調
べ
て

い
た
混
浴
の
古
い
酸
ケ
湯
温
泉
に
向

か
っ
た
の
だ
。
期
待
通
り
ヽ
宿
の
若

い
お
手
伝
い
さ
ん
が
器‐
用
に
前
を
隠

し
て
湯
に
つ
か
る
姿
を
み
ん
な
で
拝

ん
だ
も
の
だ
。
若
か
つ
た
か
ら
か
な

り
興
奮
し
て
眠
つ
た
あ
の
野
営
場
。

そ
の
古
い
看
板
が
車
窓
か
ら
見
え
て

懐
か
し
か
つ
た
。

（温
泉
場
は
昔
通

り
だ
つ
た
が
、
車
が
い
ρ
ば

い
で
風

情
が
な
か
つ
た
。
）

当
地
か
ら
由
布
山
に
登
る
よ
う
な

感
じ
で
、
真
夏
の
人
甲
田
山
の
頂
上

に
着
い
た
の
だ
。
タ
ッ
パ
ー
に
入
れ

た
み
そ
汁
が
昼
食
の
副
食
。
下
山
は

え
ら
く
高
い
と
こ
ろ
に
ス
キ
ト
ヽ
ル

ー
ト
の
標
識
が
あ

っ
た
の
が
印
象
的
、

そ
れ
は
憶
え
て
い
る
。

私
た
ち
の
登
つ
た
二
年
後
に
八
甲

田
山
の
ロ
ー
プ
ウ

エ
ー
が
開
通
し
て

い
る
。
十
分
で
山
頂
駅
着
。
家
内
と

八
甲
田
の
二
山
を
バ
ツ
ク
に
六
十
分
、

田
茂
落
岳
ウ
オ
ー
ク
を
楽
し
ん
だ
。

湿
原
に
は
も
う
花
は
な
か
つ
た
。
立

中
山
あ
た
た
り
を
歩
い
て
九
重
連
山

を
な
が
め
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

残
念
な
が
ら
八
甲
田
山
の
頂
上
に
は

行
け
な
か

つ
た
が
、
機
会
が
あ
れ
ば

次
に
は
岩
木
山
も
や

っ
て
み
た
い
。

（八
幡
平
に
は
今
は
車
で
行
け
る
ら

し
い
。
）
酸
ケ
湯
か
ら
登
る
ル
ー
ト

は
憶
え
て
い
な
い
。

ロ
ー
プ
ウ
エ
ー

を
使

つ
て
三
山
を
縦
走
す
る
の
が
よ

か
ろ
う
。
昔
を
懐
か
し
む
よ
う
で
は

も
う
老
人
。
だ
め
で
す
な
あ
。

青
森
空
港
↓

（バ
ス
‥
六
〇
分
）
↓

八
甲
田
駅
―
↓

（
ロ
ー
プ
ウ

エ
‥
一

〇
分
）
↓
山
頂
駅
↓

（六
〇
分
）
↓

赤
倉
山
↓

（
一
五
分
）
↓
井
戸
岳
↓

（四
五
分
）
↓
大
岳

（人
甲
田
山
）

↓

（六
〇
分
）
↓
酸
ケ
湯
温
泉

（
ロ

ー
プ

エ
ー
で
も
ら
つ
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
か
ら
）

（注
）
机
竜
之
介
は
中
里
介
山
の
名

作

「大
菩
薩
峠
」
の
主
人
公
。
片
岡

千
恵
蔵
や
市
川
雷
蔵
が
演
じ
た
。

（映
画
通
の
西
あ
ず
き
さ
ん
、
西
部
劇
な

ら
私
が
専
門
）

白
峰
三
山

山
行
記
録
２
２

）

八
重
康
夫

年
間

一
回
だ
け
取
れ
る

一
週
間
の

体
み
を
利
用
し
て
、
今
年
は
南
ア
ル

プ
ス
行
き
を
計
画
し
た
。
甲
斐
駒

・

仙
丈
に
し
よ
う
か
ど
こ
に
し
よ
う
か

迷

つ
た
が
、
特
に
大
き
な
理
由
も
無

く
白
峰
三
山
に
決
め
た
。
今
回
も
単

独
行
で
あ
る
。

七
月
二
九
日
（日
）

大
分
空
港
３
“
ｅ
～
羽
田
貧
９
８
）
～

新
宿
含
，
８
＞
■
８
）
～
甲
府
含
ニ
ミ

ド
る
３
～
広
河
原
３
馬
ｅ

甲
府
か
ら
午
後

一
時
の
広
河
原
行

の
バ
ス
に
乗
る
た
め
、
新
宿
発

一
一

時
の
あ
ず
さ
五
七
号
に
乗
る
よ
う
相

当
急
い
だ
が
、
や
は
り
無
理
で
あ

つ

た
。
仕
方
な
く

一
一
二
二
〇
発
の
か
い

じ

一
〇
五
号
に
乗

っ
た
。
広
河
原
行

き
は

一
時
の
次
は
二
時
し
か
な
い
。

五
〇
分
甲
府
駅
で
時
間
を
つ
ぶ
す
し

か
な
い
な
と
思
い
な
が
ら
駅
に
着
く

と
、
な
ん
と
直
ぐ
出
る
と
言
う
臨
時

バ
ス
が
あ
っ
た
。
嬉
し
か
つ
た
が
甲

府
で
買
い
た
い
も
の
も
あ
っ
た
の
で

困
っ
た
な
と
思

っ
て
、

「ち
よ
つ
と

買
い
た
い
も
の
が
」
と
い
う
と
、
な

ん
と
五
分
待

つ
て
く
れ
た
。
そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
乗
客
は
僕‐
を
含
め
て
二

人
だ
っ
た
。
こ
ん
な
に
少
な
く
て
大

丈
夫
な
ん
だ
ろ
う
か
、
し
か
も
車
掌

ま
で
乗

っ
て
い
る
、
と
心
配
に
な

つ

た
が
こ
れ
が
全
く
無
用
の
心
配
で
あ

る
こ
と
が
す
ぐ
わ
か

っ
た
。

つ
ま
り

こ
の
バ
ス
は
北
沢
峠
や
広
河
原
か
ら

帰

っ
て
く
る
登
山
客
を
乗
せ
る
回
送

バ
ス
と
同
じ
な
の
だ
。
帰
り
の
客
が

多
い
の
で
迎
え
の
臨
時
バ
ス
が
頻
回

に
出
る
と
い
う
わ
け
だ
。

甲
府
か
ら
広
河
原
ま
で
の
車
道
は

凄
く
狭
い
。
車
掌
が
乗

っ
て
い
る
理

由
も
う
な
づ
け
た
。
途
中
夜
叉
神
峠

は
登
山
客
で
あ
ふ
れ
、
広
河
原
方
面

か
ら
帰
り
の
バ
ス
三
台

（み
な
満

杯
）
と
す
れ
違

つ
た
。
バ
ス
が
離
合

出
来
る
場
所
は
数
少
な
く
、
絶
え
ず

無
線
で
相
手
の
位
置
と
自
分
の
位
置

を
連
絡
し
合

い
な
が
ら
先

へ
進
ん
で

行
く
。
一
番
す
ご
い
と
思

っ
た
の
は
全
長

一
，
○
Ｏ
Ｏ

ｍ
の
夜
叉
神
ト
ン
ネ
ル

で
、
普
通
車
で
も
内
部
で
の
離
合
箇

所
は
中
央
に
二
箇
所
し
か
な
い
。
直

線
だ
か
ら
、
入
り
口
で
車
が
来
て
い

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
、

「よ

し
！
」
と
中
央
ま
で
進
み
、
こ
こ
で

対
向
車
を
数
台
待

つ
。
離
合
後
は
既

に
出
口
に
車
が
待

っ
て
い
る
が
か
ま

わ
ず
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
昭
文
社
の
エ
リ

ア
マ
ッ
プ
地
図
は
よ
く
出
来
て
い
る
。

バ
ス
で
も
自
分
の
走

つ
て
い
る
と
こ

ろ
が
沢
な
ど
よ
く
確
認
で
き
て
楽
し

か
っ
た
。
夜
叉
神
峠
で

一
人
降
り
た

の
で
、
乗
客
は
自
分

一
人
。
し
か
し

す
れ
違
う
バ
ス
は
ど
れ
も
満
杯
。
自

家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
と
も
数
知
れ
ず

す
れ
違

つ
た
。
大
樺
沢
に
つ
い
て
バ

ス
停
か
ら
数
分
も
歩
く
と
野
呂
川
を
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渡
る
つ
り
橋
が
あ
り
、
こ
こ
を
渡
る

と
今
日
の
宿
泊
す
る
広
河
原
山
荘
に

着
い
た
。

ま
わ
り
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
い
る

人
も
た
く
さ
ん
い
て
、　
河
原
を
散
策

し
て
い
る
人
も
い
た
。
の
ど
か
な
風

景
で
あ
つ
た
。
山
荘
の
夕
食
は
良
か

っ
た
。
食
前
酒
と
し
て
赤
ワ
イ
ン
が

つ
い
て
い
て
、
完
熟
し
た
す
も
も
が

実
に
お
い
し
か
つ
た
。
早
々
に
明
日

の
支
度
を
済
ま
せ
、
眠
剤
を
飲
ん
で

九
時
に
は
寝
て
し
ま
っ
た
。

七
月
二
〇
日

（月
）

広
河
原
山
荘
↑
ふ
ｐ
３
８
じ
～
大
樺

沢

へ
の
分
岐
Ｇ
馬
”
８
３
じ
～
自
根

御
池
小
屋
貧
８
，
Ｎ
８
じ
～
草
す
べ

り
～
右
俣
コ
ー
ス
と
の
合
流
点
含
ふ
，

Ｎ
８
こ
～
小
太
郎
尾
根
６
二
゛
器
８

じ
～

一
北
岳
肩
ノ
小
屋
Ｇ
品
ｐ
８
８

日
）

総
歩
数

‥
〓
８
ｏ
歩

歩
き
始
め
は
、
い
つ
も
の
よ
う

に
出
来
る
だ
け
飛
ば
さ
ず
に
ス
ピ
ー

ド
を
押
さ
え
た
。
し
か
し
、
ザ

ツ
ク

も
結
構
重
く
感
じ
ら
れ
、
足
も
重
か

っ
た
。
大
樺
沢

へ
の
分
岐
で
、
ど
ち

ら
に
行

っ
た
ほ
う
が
花
が
き
れ
い
か

山
荘
の
人
に
聞
い
た
時
、

「ど
ち
ら

の
景
色
の
お
花
畑
も

一
緒
で
す
よ
」

と
、
す
げ
な
い
返
事
だ
つ
た
の
で
大

樺
沢

へ
は
行
か
ず
、
自
根
御
池
小
屋

へ
の
直
登
を
選
ん
だ
。
ほ
と
ん
ど
の

人
は
大
樺
沢

へ
い
つ
た
よ
う
だ
。
後

で
聞
く
と
大
樺
沢
の
ほ
う
が
景
色
も

相
当
良
か
つ
た
ら
し
い
。
直
登
と
い

っ
て
も
、
祖
母

・
傾

。
大
崩
等
の
直

登
部
と
比
べ
て
も
む
し
ろ
ゆ
る
い
よ

う
に
思
わ
れ
た
。

自
根
御
池
小
屋
で
牛
乳
を
飲
み
、

お
茶
を
二
缶
補
給
し
た
。
小
屋
の
人

に
草
す
べ
り
を
上
が
る
ほ
う
が
花
が

き
れ
い
か
、
大
樺
沢
二
俣

へ
ま
わ
る

方
が
良
い
か
と
丁
寧
に
尋
ね
る
と
い

こ
れ
ま
た
ど

つ
ち
だ

つ
て
お
ん
な
じ

だ
と
す
げ
な
い
返
事
。
同
じ
よ
う
な

質
問
を
何
度
も
受
け
る
か
ら
だ
ろ
う

か
、
小
屋
の
主
人
や
従
業
員
の
方
が
、

北
ア
ル
プ
ス
に
比
べ
愛
想
が
悪
い
と

感
じ
ら
れ
た
。

（関
係
者
の
方
、
友

人
が
い
た
ら
す
み
ま
せ
ん
）

小
屋
や
売
店
が
無
か
ら
た
ら
、
と

て
も
こ
ん
な
山
に
は
自
分
の
よ
う
な

実
力
で
は
行
け
な
い
の
だ
か
ら
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
、
も
っ
ば
ら
山

登
り
や
お
花
畑
を
楽
し
む
こ
と
に
し

た
。
小
太
郎
尾
根
に
出
る
と
グ
ン
と

展
望
が
開
け
た
。

程
な
く
今
日
の
目
的
地
、
肩
ノ
小

屋
に
着
い
た
。
ま
だ
早
か
つ
た
の
で

天
気
の
良
い
う
ち
に
北
岳
に
登
っ
た
。

キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
を
見
た
か
つ
た
が
、

も
う
こ
の
時
期
に
は
あ
ろ
は
ず
が
な

い
。
北
岳

へ
の
途
中
、
キ
タ
ダ
ケ
ソ

ウ
に
似
た
花
を
見
つ
け
た
の
で

「あ

つ
、　
キ
タ
ダ
ケ
ソ
ウ
９
こ

と
言
う
と
、

他
の
登
山
者
が

「
い
や
い
や
、
こ
れ

は
チ
ョ
ゥ
ノ
ス
ケ
ソ
ウ
で
す
。
こ
れ

も
珍
し
い
か
ら
写
真
に
収
め
ま
し
よ

う
」
と
言

っ
た
の
で
、
自
分
も
デ
ジ

カ
メ
で
撮

っ
て
お
い
た
で
ま
た
、
肩

ノ
小
屋
か
ら
下
の
水
場
ま
で
の
間
に

は
、
お
花
畑
と
も
言
え
る
く
ら
い
た

く
さ
ん
の
花
が
あ
っ
た
ゃ
今
回
の
山

行
き
で
は
、
こ
こ
の
花
が

一
番
見
事

だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

）

北
岳
か
ら
降
り
て
き
て
、
ま
だ
早

か
っ
た
が
広
河
原
山
荘
で
も
ら
つ
た

弁
当
を
食
べ
る
こ
と
に
し
た
。
三
分

の

一
も
食
べ
な
い
う
ち
に
手
元
が
滑

っ
て
、
何
と
お
か
ず
を
全
部
下

へ
落

と
し
て
泥
に
ま
み
れ
て
し
ま

つ
た
。

こ
の
ま
ま
に
し
て
山
を
汚
す
の
は
い

け
な
い
し
、
拾

つ
て
ご
み
と
し
て
持

ち
歩
く
の
も
先
が
ま
だ
長
い
か
ら
腐

る
と
嫌
だ
し
、
結
局
小
屋
に
洗
い
水

が
出
て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
肉
や
梅

干
や
漬
物
な
ど
に
つ
い
た
泥
を
出
来

る
だ
け
落
し
て
、
全
部
食
べ
て
し
ま

っ
た
。
あ
と
で
腹
痛
を
起
こ
す
こ
と

も
無
く
済
ん
で
よ
か
つ
た
。

晩
御
飯
は
か
な
り
粗
末
で
み
ん
な

文
句
を
言

っ
て
い
た
が
、
僕
に
は
泥

の
つ
い
た
お
か
ず
よ
り
は
る
か
に
御

馳
走
だ

つ
た
。

定
員

一
五
〇
名
に
対
し
二
〇
〇
名

以
上
泊
ま
っ
て
い
た
の
で
、
部
屋
は

す
じ
詰
め
状
態
で
、
な
か
な
か
大
変

だ
。
夕
方
六
時
頃
に
な
る
と
す
る
こ

と
も
な
く
、
寝
床
を
作
つ
て
隣
の
人

と
花
図
鑑
を
見
て
し
や
べ
つ
て
い
た

ら
、
少
し
小
さ
な
声
で
し
や
べ
る
よ

う
に
し
か
ら
れ
た
。
で
も
僕
ら
が
止

め
て
も
狭
い
部
屋
の
そ
こ
か
し
こ
で
、

も
っ
と
大
き
な
声
が
続
い
て
い
た
。

な
に
せ
ま
だ
六
時
だ
つ
た
の
で
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
七
時
に
な

つ

た
の
で
、
眠
剤
を
飲
み
耳
栓
を
し
て

八
時
頃
に
は
寝
入
っ
て
し
ま
つ
た
。

安

藤

セ

ツ

初
日

（七
月
人
日

（日
）
）

天
気
晴
れ
　
　

　

い

福
岡
空
港

一
四
番
カ
ウ

ン
タ
ー

「今
暫
く
お
待
ち
下
さ
い
」

台
風
の
影
響
で
香
港
‘
成
都
間
の
確

実
に
飛
ぶ
か
確
認
が
之
れ
ぬ
の
で
チ

エ
ツ
ク
イ
ン
出
来
な
い
を

い
う
の
だ
。

国
際
線
専
用
は
人
も
少
な
く
淋
し
く

心
細

い
と
こ
ろ

へ

「員
五

一
一
便
キ

ャ
セ
イ
パ
シ
フ
イ
ツ
ク
航

空
で
台
北

経
由
香
港

へ
行
か
れ
る
・お
客
様
間
も

な
く
受
付
を
終
わ
り
ま
す
の
で
お
急

ぎ
下
さ

い
。
」
　

　

や

係
り
の
Ｋ
さ
ん
電
話
申
、
隣

の
美

女
は

「今
暫
く
お
待
ち
・下
さ

い
。
」

Ｋ
さ
ん
曰
く

「東
京
ρ
お
客
様
が
出

発
さ
れ
た
か
確
認
で
き
な

い
と
お
乗

せ
す
る
こ
と
は
出
来
ま
丁
ん
。
」
と

い
い
、
又
走
る
よ
う
に
消
え
た
。

「椅
子
に
掛
け
て
お
待
ち
下
さ

い
。
」
仕
方
な
し
に
お
子
に
掛
け
る

け
ど
ど
う
な
る
の
―

っ
。

待
つ
こ
と
久
し

「東
京
の
お
客
様

が
出
発
な
さ
い
ま
し
た
』
ご
疎
内
い

た
し
ま
す
。
」
馴
れ
た
等
つ
き
で
ト

ラ
ン
ク
を
押
し

「ポ
イ
」
と
係
り
に

渡
し
走
る
よ
う
に
出
国
口
へ
。

「
お
待
た
せ
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
お
気
を

つ
け
て
行

っ
て

ら

つ
し
や
い
ま
せ
。
」
二
番
の
奥

の

）

一
番
後
の
列
に
並
ぶ
と

「
只
今
飛
行

機
は
準
備
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
暫

く
お
待
ち
下
さ
い
。
」
又
も
今
暫
く

で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
お
急
ぎ

下
さ
い
等
言
っ
て
く
れ
る
な
、
小
母

さ
ん
の

一
人
旅
な
ん
だ
か
ら

・
・
・
。

十

一
時

一
〇
分
ゲ
ー
ト
入
り
。
三

階
か
ら
地
上
ま
で
テ
ク
テ
ク
降
り
て

炎
天
下
ゾ

ロ
プ

ロ
歩
き
、
タ
ラ
ッ
プ

を
昇
る
。　
一
時
間
遅
れ
で
や

つ
と
飛

び
立

っ
た
。

「
ヤ
レ
や
れ
！
」
消
臭

ス
プ
レ
ー
を
持

っ
た
乗
務
員

（男

性
）
ト
イ
レ
周
辺
に
や
た
ら
と
吹
き

つ
け
て
い
た
。
隣
は
空
席
、
ひ
と
息

つ
い
た
ら
食
事
が
運
ば
れ
た
。
ウ
エ

ッ
ト
テ
イ
ッ
シ
ュ
を
所
望
。
姑
娘
は

領
い
た
。
持

っ
て
き
た
の
は
テ
イ
ツ

シ
ュ
を
ぬ
ら
し
た
塊
り
で
あ

っ
た
。

「ギ
ヨ
ツ
〃
」
ま
あ
い
い
か

「謝

々
」時
差
六
〇
分
で
戻
す
。
台
北
に
は

一
二
時
三
〇
分
着
と
な
る
。
機
内
清

掃
が
始
ま
る
が
座
席
で
待

つ
。
や
が

て
乗

っ
て
き
た
人
、
Ｃ
５
５
と
私
と

同
じ
席
で
搭
乗
券
を
見
せ
る
と
立
ち

去

っ
た
。
と
こ
ろ
が
後
ろ
の
席

の
小

母
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
も
同
３
呪
み
合

い
―
。

「私
等
福
岡
か
ら
乗

っ
と
ん

の
に
ナ
ン
デ

エ
ー
変
わ
ら
ん
と
い
け

ん
の
―
、
動
カ

ヘ
ン
デ
ー
。
」

ト
ラ
ブ

ル
発
生
続
き
、
子
供
は
泣

く
わ
、
暑

い
わ
、
キ
ャ
セ
イ
航
空
さ

ん
し

っ
か
り
し
て
―
。
満
席
状
態
で

や

っ
と
飛
び
立

っ
た
。
二
時
二
〇
分
。

三
時
又
食
事
が
出
た
。
ナ

ニ
ゴ

ハ

ン
？
三
時
四
〇
分
香
港
空
港
着
陸
。

Ｔ
Ｎ
乗
り
継
ぎ
カ
ウ
ン
タ
ー
だ
。
人
の

流
れ
の
先
は
Ｅ
ド
で
あ
る
。

（
Ｔ
一
は

（そ
の
Ｉ
）
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私
の
四
〇
周
年

記
念
山
行
②

「♪
亘
て
も
寒
い
よ

い
よ
い
～
木
曽
の
御

岳
詣
で
」

間
違
い
）
樽
機
虎
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を

見
せ
、
前
も

っ
て
渡
さ
れ
て
い
た

「
し
お
り
」
を
見
せ
て
係
り
の
人
が

案
内
し
て
く
れ
た
先
で
運
良
く
西
川

リ
ー
ダ
ー
に
会
う
こ
と
が
出
来
た
。

皆
と
合
流
、
成
都

へ
の
長
い

一
日
で

あ

っ
た
。

夏
の
海
染
め
て
地
球

の
丸
さ
か
な

機
内
食
サ
ラ
ダ

の
小
さ
き
ト

マ
ト
か
な

雲
の
峰
分
け
て
香
港
空
港

ヘ

ニ
日
目

（七
月
九
日

（月
）
）

天
気
晴
れ

成
都
の
街
は
埃

っ
ぱ

い
。
道
い
っ

ぱ

い
の
自
転
車
は
二
人
乗
り
も
珍
し

く
な
い
。
輸
タ
ク
、
普
通
車
、
信
号

は
少
な
い
の
で
我
専
用
車
の
横
を
す

り
抜
け
て
い
く
の
で
怖

い
。
建
設
中

の
ア
パ
ー
ト
が
目
立

つ
。
五
〇
分
走

つ
て
高
速
路
に
入
る
と
景
色
が
田
園

風
に
変
わ
る
。

都
江
堰
市

秦
の
時
代

（
一
三
〇
〇
年
前
）
に

作
ら
れ
た
と
い
う
潅
漑
ダ
ム
を
見
学
。

上
部
建
物
か
ら
見
下
ろ
す
眠
江
は
露

っ
て
い
る
。
説
明
を
き

ヽ
な
が
ら
石

段
を
下
る
。
湿
度
が
高
く
暑
苦
し
い
。

川
風
に
吹
か
れ
橋
を
渡
る
が
、
飾
綱

を
竹
で
編
ん
で
あ
り
中
国
人
の
器
用

さ
を
垣
間
見
る
。
暑
い
あ

つ
い
！
冷

一房
の
き
い
た
車
に
駆
け
込
ん
だ
。

昼
食
時
注
文
し
た
ビ
ー
ル
が
冷
え

て
い
な
い
。

「氷
、
氷
」
中
国
語
の

出
来
る
Ｍ
さ
ん
に
通
訳
を
頼
む
。
氷

入
り
の
ビ
ー
ル
初
め
て
飲
ん
だ
と
面

々
。
以
降
も
日
本
の
よ
う
に
ビ
ー
ル

と
は
冷
え
て
い
る
も
の
と
は
限
ら
な

）

か
つ
た
。

農
村
風
景
の
中
、
未
舗
装
の
道
路
を

走
る
。
収
穫
を
終
え
た
キ
ヤ
ベ
ツ
畑

が
広
が
る
。
ト
ラ
ッ
ク
に
満
載
さ
れ

た
キ
ヤ
ベ
ツ
、
下
の
方
は
ど
う
な

つ

て
い
る
の
か
と
心
配
に
な

っ
た
。

加
油
姑
保
＝
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

村
市
場
の
中
に
あ
り
さ

っ
そ
く
桃
売

り
が
来
る
。
続
い
て
ブ
ド
ウ
売
り
、

そ
し
て

「味
を
見
て
」
と
出
す
け
れ

ど
も
そ
の
前
に
見
て
し
ま

っ
た
。　
一
．

五
腸
の
ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ

（少
々
濁
っ
て
い
る
）
蓋
に
穴
を
あ

け
、
逆
に
す
れ
ば
水
が
出
る
仕
組
み
。

そ
れ
で
洗

っ
た
の
だ
。
ブ
．ド
ウ
は
美

味
し
か
っ
た
そ
う
だ
。

パ
ン
ダ
研
究
セ
ン
タ
ー

ヘ

（帰
国
後

Ｔ
Ｖ
番
組
世
界
不
思
議
発
見
に
出

た
）
自
然
林
の
か
な
り
高
い
本
に

一
頭
の

パ
ン
ダ
が
登

っ
て
い
る
。

「
ア
ッ
、

バ
ン
ダ
だ
―
。
」
パ
ン
ダ
が
木
登
り

上
手
っ
て
初
め
て
知

っ
た
。
ガ
ラ
ス

張
り
で
な
い
パ
ン
ダ
舎
、
日
前
で
動

き
回
る
パ
ン
ダ
は
可
愛
い
ヽ
″
実
に

可
愛
い
ヽ
。
笹
を
食
べ
て
い
る
の
に

出
し
て
い
る
も
の
は
黄
色
い
塊
、
フ

ウ
ー
ン
と
考
え
た
。　
一
〇
〇
元
で
パ

ン
ダ
を
抱
け
る
と
言
う
。

「
ハ
ー
イ

抱
き
ま
す
。
」
パ
ン
ダ
の
お
出
ま
し
。

皆

「可
愛
い
ヽ
」
膝
に
ポ
イ
と
彼
を

乗
せ
、
交
替
で
カ
メ
ラ
に
ポ
ー
ズ
。

後
姿
の
彼
は
重
い
毛
玉
だ
が
、
久
々

に
我
が
胸
は
ト
キ
メ
イ
タ
の
で
あ
り

ま
す
。

※
　
大
熊
猫
＝
パ
ン
ダ
　
ネ
パ
ー
ル

語
で
竹
を
食
べ
る
者
の
意

木
洩
れ
日
や
と
き
め
き
て

大
熊
猫
抱
き
に
け
り

木
洩
れ
日
や
大
熊
猫

ズ

ツ
シ
リ
ひ
ざ
に
あ
り

（以
下
次
号
）

昨
年
人
月
下
旬
、
未
だ
残
暑
の
厳

し
い
中
、
余
リ

ハ
ー
ド
で
な
く
、
し

か
し
涼
し
く
日
数
の
か
か
ら
な
い
場

所

へ
と
い
う
こ
と
で
、
妻
と
二
人
で

飛
騨
高
山
の
観
光
も
兼
ね
て
御
岳

ヘ

行

つ
た
。
大
分
か
ら
名
古
屋
ま
で
は

夜
行
バ
ス
ぶ
ん
ご
号
で
、
名
古
屋
か

ら
Ｊ
Ｒ
で
木
曽
福
島
、
更
に
バ
ス
に

乗
り
継
ぎ
標
高
二
，　
一
人
Ｏ

ｍ
の
王

滝

コ
ー
ス
登
山
口
の
田
の
原
に
降
り

立

つ
た
の
は
、
二
十
二
日
正
午
で
あ

っ
た
。
早
速
支
度
を
整
え
て
大
き
な
鳥
居

を
潜
り
広
い
参
道
の
よ
う
な
道
を
辿

り
山
頂

へ
向
か
う
。
沿
道
に
は
い
た

る
所
に
信
仰
の
山
ら
し
く
霊
神
碑
や

祠
が
多
い
。
三
滝
山
頂
小
屋
が
登
山

）

口
か
ら
眺
め
ら
れ
る
の
で
近

い
よ
う

に
感
じ
る
が
中

々
近
づ
か
な

い
。
そ

れ
で
も
登
り
途
中
で
振
り
返
え
れ
ば

御
岳
高
原
方
面
の
展
望
が
良
く
吹
く

風
も
涼
し
い
。

人
合
目
小
屋
、　
一
口
水
、
九
合
目

小
屋
を
経
て
王
滝
頂
上
神
社

の
あ
る

王
滝
山
頂

へ
は
午
後
二
時
前
到
着
。

そ
こ
か
ら
最
高
峰

の
剣
ケ
峰
は
す
ぐ

日
と
鼻

の
先
で
、
御
岳
神
社

の
建
物

が
良
く
見
え
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
石
段
を
登
り
き

れ
ば
大
き
な
避
雷
針

の
あ
る
剣
ヶ
峰

山
頂
。
三
六
〇
度
申
し
分
の
な

い
展

望
だ
が
、
今
日
は
生
憎
ガ
ス
の
た
め
、

見
え
る
は
ず

の
北
ア
ル
プ

ス
や
南
ア

ル
プ

ス
な
ど
の
山
々
は
見
え
な
い
。

コ
バ
ル
ト
プ
ル
ー
の
水
を
た
た
え
た

二
の
池
と
今
夜
泊
ま
る
予
定

の
二
の

池
小
屋
、
岩
峰

の
魔
利
支
天
、
継
子

岳
、
地
獄
谷
の
荒
涼
た
る
様
な
ど
近

景
は
よ
く
わ
か
る
。

山
頂
に
居
た
ら
寒
く
な

つ
た
の
で
、

急
な
下
り
を
降
り
二
の
池
小
屋

へ
。

二
の
池
畔
に
は
未
だ
随
分
残
雪
が
あ

り
、
夕
食
ま
で
の
間
池
の
周
辺
を
散

策
す
る
。
花
期

の
遅

い
ク
モ
マ
グ
サ

や
チ
シ
マ
ギ
キ

ョ
ウ
な
ど
の
高
山
植

物
も
ま
だ
か
な
り
花
を
残
し
て
い
る
。

小
屋
で
は
四
〇
人
位

の
団
体
山
岳

会
や
白
装
束
の
信
者
さ
ん
ら
と

一
緒

に
な

つ
た
が
幸
い
小
生
ら
は

一
部
屋

あ
て
が
わ
れ
風
呂
ま
で
あ
り
、
ゆ

っ

く
り
く

つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

夜
間
は
風
が
強
か

っ
た
が
北
斗
七

星
が
満
天
に
大
き
く
か
か
り
、
ト
イ

レ
の
窓
越
か
ら
見
え
た
オ
リ
オ
ン
座

が
美
し
く
爆
め
い
て
お
り
、
明
日
は

晴
れ
そ
う
だ
。
　

翌
二
三
日
は
、
早

朝
四
時
に
目
が
覚
め
る
・。
驚

い
た
こ

と
に
朝
食
は
部
屋
ま
で
運
ん
で
く
れ
、

ゆ

っ
ぐ
り
食
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
は
風
が
強
く
ガ

ス
が
絶
え
ず
流
れ

て
い
る
が
、
雨
の
心
配
は
無
さ
そ
う
。

ガ
ス
の
中
ペ
ン
キ
印
を
頼
り
に
賽

の
河
原
を
通
り
、
魔
利
支
天

へ
。
途

中
ラ
イ
チ

ョ
ウ
の
親
子
が
す
ぐ
足
元

近
く
に
現
わ
れ
た
の
に
は
び

つ
く
り
。

山
頂
に
着
く
頃
は
ガ
ス
も
晴
れ
、
山

頂
は
狭
い
な
が
ら
展
望
が
す
ば
ら
し

い
。
自
山
が
以
外
に
近
い
。
空
木
、

南
駒

の
向
こ
う
に
は
塩
見
、
赤
石
、

聖
な
ど
が
連
な
る
．南
ア
ル
プ
ス
の
連

嶺
。
す
ぐ
近
く
に
は
継
母
岳
の
ピ
ラ

ミ
ダ
ル
な
鋭
峰
。

継
子
岳

へ
は
小
ピ
ー
ク
の
飛
騨
頂

上
五
ノ
池
小
屋
を
経
て
、
途
中

コ
マ

ク
サ
を
見
な
が
ら
、
尾
瀬
の
至
仏
山

と
良
く
似
た

コ
ー
ス
を
た
ど
り
、
山

頂

へ
。

こ
こ
も
展
望
が
す
ば
ら
し
か

っ
た
。
乗
鞍
、
槍
、
穂
高
、
木
曽
駒
、

宝
剣
、
甲
斐
駒
、
北
岳
、
間
の
岳
、

人
ヶ
岳
、
白
山
…
…
・‥
、
時
間
の
経

つ
の
も
忘
れ
て
し
ば
ら
く
眺
め
て
い

た
が
、
北
ア
ル
プ

ス
方
面
に
雲
が
出

て
き
て
槍
、
穂
高
が
見
え
な
く
な

つ

た
の
を
機
に
、
下
山
に
か
か

つ
た
。

濁
河
温
泉

へ
標
高
差
千
メ
ー
ト
ル

を
越
え
る
下
り
で
あ
る
。
下
り
途
中

で
遠
方
に
目
を
や
れ
ば
笠
ケ
岳
や
薬

師
岳
が
雲
間
か
ら
頭
を
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
時
折
こ
の
コ
ー
ス
を
登

っ
て

く
る
人
達
に
会
う
。

ハ
イ

マ
ツ
帯
か

ら
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ト
ウ
ヒ
、
シ
ラ
ベ

林
に
変
わ
り
仙
人
橋
と
い
う
吊
橋
を

渡
る
と
深
い
渓
谷
の
中
に
仙
人
滝
が

昌

橋

康

禾J
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か
か
っ
て
い
る
。

よ
う
や
く
濁
河
温
泉

へ
着
き
、
町

営
の
温
泉
で
汗
を
流
す
。
バ
ス
ま
で

時
間
が
あ

っ
た
の
で
、
近
く
の
自
然

歩
道
を
散
策
し
て
い
た
ら
ヒ
カ
リ
ゴ

ケ
の
案
内
板
が
あ
り
、
岩
影
に
蛍
光

色
に
輝
く
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
を
見
る
こ
と

が
で
き
た
。

こ
の
日
は
高
山
ま
で
行
き
、
市
内

に
泊
ま
る
。
翌
日
は
高
山
の
朝
市
見

学
に
始
ま
り
、
高
山
城
址
、
高
山
陣

屋
な
ど
古
い
街
並
み
を
散
策
し
た
。

城
山
公
園
の

一
角
か
ら
は
穂
高
連
峰

も
望
ま
れ
た
。
昼
に
は
名
物
の
お
い

し
い
そ
ば
を
食
べ
再
び
夜
行
バ
ス
の

客
と
な
り
帰
宅
し
た
。

山
名
を
た
ず
ね
て

麻

生

竜

二

大
崩
山
に
は
苦
い
思
い
が
あ
つ
た
。

と
言
っ
て
も
、
登
っ
た
事
は
な
く
、

そ
の
呼
び
方
を
間
違

っ
て
覚
え
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

「オ
オ
グ
オ
レ
サ

ン
」
と
な
ぜ
読
ま
な
い
の
か
？
合
点

が
い
か
な
い
。　
一
度
登
ら
な

い
か
ん

と
思

つ
て
い
た
と
こ
ろ
、
先
輩
の
Ｓ

氏
か
ら
の
誘
い
が
あ

っ
た
。

紅
葉
が
始
ま
る
十
月
下
旬
。
前
日

に
祝
子

（
こ
れ
ま
た
難
し
い
呼
名
）

川
ダ
ム
上
流
の
渓
流
荘
泊
。

エ
ノ

ハ

と
山
菜
料
理
が
美
味
。
三
十
人
程
の

団
体
が
翌
日
の
朝
食
後
出
発
と
の
こ

と
。
そ
の
前
に
は
出
発
し
な
け
れ
ば
。

が
、
河
原
に
出
て
の
ん
び
り
と
食
事

を
と
り
、
帰
宅
の
途
に
つ
い
た
。

後
日
、
Ｓ
氏
の
カ
メ
ラ
に
フ
イ
ル

ム
が
入
っ
て
い
な
か
つ
た
こ
と
が
判

明
。
大
崩
山
、　
一
，
六
四
三

ｍ
。
念

願
の
山
行
は
、
あ
の
囁
き
と
と
も
に
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
の
さ
さ
や
か
な
記
憶
と

し
て
心
の
中
に
封
印
さ
れ
る
こ
と
と

な

つ
た
。

団
園
日
国
岡
田
囲
剛
Ⅲ
Ｎ
日
団
囲
園
図
　
の
清
流
を
聞
き
な
が
ら
進
む
。
木
立

Ｓ
氏
か
ら
い
た
だ
い
た
団
扇
の
よ
う

な
剣
先
ス
ル
メ
を

つ
ま
み
に
、　
一
杯

飲
ん
で
就
寝
。

翌
朝
、
四
時
半
に
山
荘
発
。
前
日

抜
か
り
な
く
下
見
し
た
登
山
口
ま
で

車
を
飛
ば
し
、　
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点

け
て
い
ざ
出
発
。
山
荘
を
過
ぎ
、
川

を
渡

つ
て
小
積
谷

へ
。
昼
な
ら
何
と

も
な
い
道
も
暗
闇
で
は
勝
手
が
違
う
。

樹
林
を
黙
々
と
進
み
、
荒
れ
た
急
崖

を
登
っ
て
尾
根
に
出
る
頃
は
既
に
明

る
か
つ
た
。
丸

っ
こ
い
巨
岩
が
点
在

し
、
独
特
の
景
観
で
あ
る
。

坊
主
尾
根
、
モ
チ
グ
谷
か
ら
の
合

流
点
を
過
ぎ
る
と
、
山
頂
に
到
着
。

や
や
曇
り
気
味
の
た
め
展
望
は
望
め

な
か
っ
た
が
、
紅
葉
の
始
ま
り
、
見

事
な
岩
峰
群
を
満
喫
。
一丸
い
岩
の
上

を
歩
く
登
山
客
が
、
河
原

の
小
石
に

乗
っ
た
胡
麻
の
よ
う
に
現
え
る
。
ツ

ル
ッ
と
滑
り
そ
う
だ
。
祖
母
・
傾
山

系
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
質
”の
、

ハ
イ
カ

ラ
な
存
在
感
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

足
下
も
な
か
な
か
高
度
感
あ
り
。
大

崩
ρ
山
頓

くで

「齢
ぉ
、
怖
！

（オ
オ
、

コ
エ
ー
）
」
。
こ
れ
が
山

名
の
由
来
か
、
納
得
々
々
。

少
し
寒
く
な

つ
た
が
、
忘
れ
ず
持

ち
上
が
っ
た
ビ
ー
ル
で
乾
杯
！
思
い

残
す
こ
と
な
く
下
ろ
う
と
し
た
時
、

そ
こ
が
頂
上
で
は
な
い
こ
と
を
Ｓ
氏

か
ら
教
わ
り
、　
一
応
頂
上
に
向
か
う
。

大
崩
山
頂
は
雑
木
が
茂
り
、
展
望
な

し
。下
山
の
坊
主
尾
根
途
中
の
岩
上
は

高
度
感
抜
群
。
写
真
を
数
枚
撮
り
、

急
坂
を

一
気
に
下
山
‥
Ｓ
氏
が
蜂
に

刺
さ
れ
る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
は
あ

つ
た）

舶
ケ
広
山
冥
見
上
こ

飯

田

勝

之

大
野
郡
と
南
海
部
郡
を
分
け
る
三

国
峠
か
ら
の
郡
境
の
稜
線
は
、
最
高

地
点
の
侃
楯
山
か
ら
石
峠
山

へ
と
続

き
、　
一
旦
下
が

っ
た
あ
と
楯
ケ
城
山

の
長
い
稜
線
と
な
り
、
小
さ
な
ア
ツ

プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
て
、
冠
岳
、

椿
山

へ
と
続
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

山
頂
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
角
点
が
置
か

れ
て
い
て
、
い
ず
れ
も
は
っ
き
り
し

た
ピ
ー
ク
に
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
、

楯
ケ
城
山
は
ど
こ
が
山
頂
な
の
か
は

つ
き
り
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
定
ま

つ

た
登
路
は
な
い
。

地
図
を
頼
り
に
登
る
と
し
て
も
本

匠
村
の
因
尾
か
ら
小
又
川
沿
い
に
林

道
を
進
み
、
林
道
の
終
点
か
ら
谷
を

つ
め
、
稜
線
に
出
て
山
頂
に
至
る
か
、

同
じ
く
本
匠
村
の
井
ノ
上
か
ら
林
道

を

つ
め
て
登
る
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
井
ノ
上
か
げ
林
道
を

つ

め
て
登
る
こ
と
に
す
る
。
井
ノ
上
の

公
民
館
前
の
バ
ス
停
の
所
に
あ
る
轟

滝
入
り
日
の
案
内
標
識
に
沿

っ
て
因

鴻制嘘醐』設ビ妙」戯け肛敵潮

見
え
る
。

こ
こ
か
ら
先

の
林
道
は
荒

れ
て
い
る
の
で
、
乗
用
車
は
こ
の
付

近
の
ス
ペ
ー

ス
を
探
し
，て
駐
車
す
る

と
良

い
。
　
　
　
　
　
、

滝

の
入
り
日
か
ら
林
道
を
歩
く
こ

と
に
な
る
が
、
右
下
に
は
絶
え
ず
谷

の
中

の
林
道
は
緩
や
か
な
登
り
で
、

足
慣
ら
し
に
ち
よ
う
ど
良

い
。

滝

の
入
り
日
か
ら
約
ニ
キ
ロ
、
二

五
分
足
ら
ず
で
林
道
は
が
を
渡
り
右

に
大
き
く
曲
が
つ
て
、
向
か
い
の
稜

線

へ
延
び
て
い
る
。
林
道
は
そ
の
先

二
〇
〇

ｍ
ほ
ど
で
行
止
り
と
な
る
。

林
道
が
カ
ー
プ
す
る
．沢
の
脇
に
、

上
に
向
か
っ
て
歩
道
が
づ
い
て
い
る
。

こ
こ
を
登
山
口
と
し
よ
ヶ
。
道
は
良

ぐ
い
ち
ょ
っ
と
し
た
良
ド
登
山
道
で

あ
る
。
造
林
地
の
中
の
「道
を
ジ
グ
ザ

グ
登
っ
て
い
く
と
沢
ハ
．は
る
か
左
下

に
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
る
が
、
や
が

て
そ
の
沢
が
小
滝
を
な
し
て
左
下
に

近
く
な
る
と
、
ほ
ど
な
く
そ
の
沢
を

渡
る
こ
と
に
な
。

沢
を
渡
り
少
し
行
く
と
鹿
避
け
の

ネ

ッ
ト
が
行
く
手
を
遮
る
。
丁
寧
に

縄
を
解

い
て
中
に
入
り
、
必
ず
元
に

一戻
し
て
お
く
。
ネ

ッ
ト
の
向
う
側
は

杉
の
幼
木
が
植
わ

っ
て
お
り
、
明
る

い
原
野
の
よ
う
で
あ
る
。
原
野
の
中

に
歩
道
が
続

い
て
い
る
が
、
下
草
が

・
ｔ

茂

っ
て
い
る
場
合
は
道
が
分
か
り
に

く
い
の
で
丁
寧
に
踏
み
あ
と
を
た
ど

ろ
う
。
道
は
や
が
て
小
さ
な
二
叉
路
に
な

り
い
草
の
中
を
真

っ
直
行
く
道
と
左

に
分
か
れ
る
道
が
あ
る
の
で
左
に
登

る
道
を
た
ど
る
。
三
，
四
分
で
林
の

中
に
入
る
と
す
ぐ
に
再
び
鹿
避
け
の

ネ

ッ
ト
に
で
あ
う
。
こ
こ
も
同
じ
よ

う
に
気
を

つ
け
て
通
過
す
る
と
や
が

て
小
さ
な
沢
に
出
会
う
。
こ
こ
ま
で

林
道
か
ら
入

っ
て
二
〇
分
程
度
で
あ

る
。

こ
こ
が
最
後
の
水
場
と
な
る
の

で
水
筒
は
満
タ
ン
に
し
て
い
こ
う
。

沢
を
渡
る
と
道
は
ほ
と
ん
ど
判
然

と
し
な
く
な
る
が
、　
一
〇

ｍ
ほ
ど
行

く
と
左
に
向
か

っ
て
細
い
尾
根
状
の

登
り
に
な

っ
て
お
り
、
か
す
か
な
踏

み
後
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。
杉
林
の

中
に
照
葉
樹
の
混
じ

っ
た
中
の
尾
根

状
の
登
り
を
上
に
上
に
登

っ
て
い
く
。

こ
こ
か
ら
先
は
帰
り
を
考
え
て
目
印

を

つ
け
て
お
い
た
方
が
良

い
。

広
く
円
い
尾
根
状
に
な
る
と
大
き

な
杉

の
下
は
見
通
し
の
良

い
斜
面
と

な
り
、　
一
段
と
急
に
な
る
。
急
斜
面

を
グ

ン
グ

ン
直
登
す
る
と
や
が
て
天

然
林
と
な
る
。
急
斜
面
を
木
や
岩
に

し
が
み
つ
く
よ
う
に
し
て
が
む
し
や

ら
に
直
登
し
て
も
よ
い
し
、
適
当
に

ジ
グ
ザ
グ
を
切

っ
て
登

っ
て
も
良
い
。

ブ

ツ
シ

ュ
で
は
な
く
わ
り
と
歩
き
易

い
の
で
、
と
に
か
く
上
を
目
指
す
こ

と
だ
。
我
慢
し
て
高
度
を
稼
い
で
い
く
と

や
が
て
樹
間
に
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
見

え
は
じ
め
、
よ
う
や
く
郡
境
の
稜
線

に
飛
び
出
す
。
林
道
か
ら
約
六
〇
分

-8-
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ほ
ど
で
あ
ろ
う
か
。
稜
線
に
出
る
と

そ
こ
に
は
東
か
ら
西
に
立
派
な
踏
み

跡
が
延
び
て
い
る
。
こ
の
踏
み
跡
を

西
に
向
か
っ
て
進
む
。

天
然
林
の
中
の
稜
線
を
西

へ
西

ヘ

と
進
む
と
や
が
て
左
手
南
側
の
樹
間

が
明
る
く
な
り
、
す
ぐ
下
ま
で
植
林

ざ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
緩
や
か

に
ア
ツ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
、
天

然
林
の
中
や
石
灰
石
の
岩
の
稜
線
上

を
歩
い
た
り
し
な
が
ら
ひ
た
す
ら
西

へ
と
進
む
。
ピ
ー
ク
に
な
る
度
に
何

度
か
今
度
こ
そ
は
頂
上
か
と
思
う
が
、

地
図
に
あ
る
三
角
点
に
は
な
か
な
か

た
ど
り
着
か
な
い
。
三
〇
分
ほ
ど
進

ん
だ
と
こ
ろ
の
ピ
ー
ク
か
ら
、
稜
線

は
右
に
曲
が

つ
て
下
っ
て
お
り
、
稜

線

の
端
に
立

つ
と
造
林
地
の
は
る
か

向
こ
う
に
大
き
な
ピ
ー
ク
が
望
め
る
。

そ
の
ピ
ー
ク
が
山
頂
で
あ
る
。

稜
線
に
沿
っ
て
下
り
、
南
が
植
林

の
跡
の
茅
野
、
北
は
照
葉
樹
の
二
次

林
の
稜
線
を
、
茅
野
を
行

っ
た
り
、

樹
間
を
歩
た
り
、
と
に
か
く
歩
き
易

い
所
を
選
ん
で
稜
線
か
ら
離
れ
な
い

よ
う
に
ず
ん
ず
ん
進
む
。
途
中
の
茅

野
の
ピ
ー
ク
か
ら
は
尺
間
山
、
椿
山
、

冠
岳
、
米
花
山
等
を

一
望
で
き
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。

小
さ
な
ピ
ー
ク
を
二
つ
ほ
ど
越
し
、

ゆ
つ
く
り
と
し
た
斜
面
を
登

っ
て
い

く
と
左
側
の
造
林
地
が
終
わ
り
、
天

然
林
の
中
を
登
り
つ
め
る
と
急
に
目

の
前
が
広
く
な
り
、
山
頂
を
示
す
標

識
板
が
三
枚
も
立
て
ら
れ
、
少
し
大

き
め
の
二
等
三
角
点
の
石
柱
と
標
柱

が
立

っ
て
い
る
。

稜
線
が
折
れ
た
ピ
ー
ク
か
ら
二
〇

）

分
強
で
あ
る
。
山
頂
は
照
葉
樹
に
囲

ま
れ
て
展
望
は
き
か
な

い
が
、
山
頂

の
少
し
手
前
の
造
林
地
に
戻
る
と
南

東
側
が
素
晴
ら
し
い
。
下
山
は
往
路

を
引
き
返
す
。

◇
　
参
考
　
コ
ー
ス
タ
イ
ム
井
ノ
上

轟
滝
入
口
↓
二
五
分
↓
登
山
道
入
口

↓
六
〇
分
↓
郡
境
稜
線
↓
四
〇
分
↓

楯
ケ
城
山
↓
四
〇
分
↓
郡
境
稜
線
↓

四
〇
分
↓
登
山
道
入
口
↓
二
五
分
↓

轟
滝
入
口

◇
二
万
五
千
分
の

一
地
図
　
楓
楯
山

ｏ
目
的
…
夷
守
岳

含
〓
含
）
ほ
か

（霧
島

・
宮
崎
県
）

ｏ
日
時
…
十

一
月
十
七

（土
）
、
十

八
日

（
日
）

十
七
日
午
前
五
時
サ

ニ
ー

出
発
予
定

・
五
食
分
の
食
事

（途
中

コ
ン
ビ

ニ

等
で
用
意
し
て
も
よ
し
）
と
シ

ュ

ラ
フ
、
テ
ン
ト
持
参

の
こ
と
。

忘
年
会

ｏ
同
時
…
十
二
月
八
日

（土
）

午
後
五
時
三
〇
分
か
ら

受
付
　
午
後
四
時
か
ら

。
場
所
…
別
府
市

「喜
可
久
旅
館
」

楠
町
　
七
―
人

↓
”
ｒ
　
　
ｏ
ｏ
一
一
Ｉ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
ド
０
い
Ｈ

・
会
費
…

一
〇
，
〇
〇
〇
円

（懇
親

会
、
宿
泊
、
朝
食
及
び
翌

日
山
行
の
弁
当
代
込
み
）

懇
親
会

の
み
参
加
…
五
〇
〇
〇
円

。
出
欠
…
会
報
と
同
封
の
返
信
用

ハ

ガ
キ
に
て
十

一
月
末
日
ま
で
に
返

事
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
懇
親
会

の
後
、
重
廣
さ
ん
の
山
の

報
告
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

十
〓
月
月
例
山
行

ｏ
目
的
…
黒
岳

・
野
稲
山

（重
廣
さ
ん
の
分
水
嶺
）

ｏ
日
時
…
十
二
月
九
日

（
日
）

午
前
五
時

「喜
可
久
旅
館
」
出
発

・
朝
、
現
地
直
接
参
加
の
方
は
、
男

池
駐
車
場
に
午
前
六
時
半
ま
で
に

集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
菫
廣
さ
ん
の
分
水
嶺

・
十
二
月
二
二
日
～
二
三
日
…背
振
山

。
一
月
二
六
日
～
二
七
日
…
本
谷
山

・
詳
し
い
予
定
が
決
ま
り
次
第
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

麒一て一■
一■
一■
●

）

支
部
会
員
が
昨
年
度

一
年
間
に
登

つ
た
山
の
う
ち
の

一
つ
を
、
支
部
結

成
四
十
周
年
記
念
の
山
行
と
位
置
づ

け
て
報
告
す
る
と
い
う
、
報
告
記
事

企
画
。
原
稿

の
集
ま
り
が

い
ま
ひ
と

つ
で
す
。
皆
さ
ん
の
報
告
原
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

〇
　
一
〇
〇
〇

ｍ
を
過
ぎ
た
山
の
稜

線
あ
た
り
か
ら
上
は
も
、
み
じ
が
始

ま
つ
て
い
ま
す
。
こ
と
し
は
台
風

も
上
陸
せ
ず
、
秋
の
朝
晩
の
冷
え

込
み
も
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
美

し
い
も
み
じ
が
期
待
で
き
そ
う
で

す
。

〇
　
九
月
の
始
め
、
山
の
上
産
と
い

っ
て
あ
る
方
に
サ
ル
ナ
シ
の
実
を

沢
山
頂
き
ま
し
た
。
酒
好
き
の
私

は
さ

っ
そ
く
果
実
酒
に
入
れ
て
時

の
た

つ
の
を
待
ち
ま
し
た
。
待

つ

こ
と
久
し
二
月
。
待
ち
き
れ
な
い

よ
う
に
蓋
を
開
け
て
る
と
ぷ
―
ん

と
甘
い
芳
し
い
香
り
。
グ
ラ
ス
に

移
し
て
賞
味
。
何
と
も
言
え
な
い

芳
醇
な
味
。
甘
露
、
甘
露
…
。

〇
　
九
五
年
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
九
〇
周
年
記

念
プ

ロ
ッ
ク
集
会
以
来
時
折
り
来

県
し
、
馴
染
み
に
な

つ
て
き
た
重

廣
恒
夫

（
日
本
山
岳
会
員
）
さ
ん
。

こ
の
ご
ろ
で
は

「ふ
る
さ
と
富

士
」
や

「分
水
嶺
」
と
い
っ
た
テ

ー
マ
で
来
県
の
機
会
も
多
く
、
す

つ
か
リ
フ
ア
ン
も
定
着
し
つ
つ
あ

る
よ
う
で
、
中
に
は
熱
狂
的
な
追

ツ
カ
ケ
も
？

○
　
そ
の
重
廣
さ
ん
、
十
二
月
に
は

「分
水
嶺
」
で
黒
岳
に
。
皆
さ
ん

ご

一
緒
に
登
り
ま
せ
ん
か
と
お
誘

い
で
す
。
前
夜
は
我
が
支
部
の
忘

年
会
に
も
参
加
の
予
定
で
す
。

○
　
△
バ
報
は
皆
さ
ん
の
書
い
た
記
事

に
よ

つ
て
発
行
す
る
も
の
で
す
。

月
例
山
行
以
外
に
も
色

々
な
も
の

を
載
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
山
の
便
り
な
ど
、
ど
し

ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

（
Ｋ

。
Ｉ
）
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